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今
回
、
ボ
ト
ル
を
「
リ
キ

フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
る
成
形
で

作
る
こ
と
で
、
現
行
品
か
ら

容
器
単
体
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
量
を
約
56
％
、
Ｃ
Ｏ₂

排
出
量
（
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
）
を
約
48
％
削
減
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。
今
後
は
、

こ
の
容
器
を
活
用
し
た
商
品

を
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド

な
ど
で
展
開
し
て
い
く
。

　

同
社
は
、
２
０
２
２
年
に

世
界
で
初
め
て
「
リ
キ
フ
ォ

ー
ム
」
を
採
用
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
化
粧
品
容
器
を
開

発
し
た
際
に
、

リ
キ
フ
ォ
ー
ム

で
製
造
し
た
レ

フ
ィ
ル
容
器
を

外
容
器
で
包
ん

だ
二
体
構
造
も

検
討
し
た
が
、

現
行
品
に
比
べ

サ
イ
ズ
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
現
行
の
サ
イ
ズ

感
や
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
さ
せ

る
べ
く
、
柔
ら
か
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
で
き
た
レ
フ
ィ
ル

容
器
を
、
あ
え
て
そ
の
ま
ま

容
器
側
面
に
活
か
す
こ
と
に

挑
戦
し
た
。

　

ポ
ン
プ
の
付
い
た
硬
い
素

材
の
容
器
上
部
を
こ
の
柔
ら

か
な
レ
フ
ィ
ル
に
差
し
込
む

形
状
に
す
る
た
め
に
、
落
下

強
度
や
中
味
の
耐
光
性
、
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
ポ
ン
プ
型
な

ら
で
は
の
中
味
の
吐
出
の
し

や
す
さ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量

削
減
な
ど
複
数
の
課
題
を
解

決
し
て
い
る
。

　

人
間
の
手
の
大
き
さ
と
本

体
容
器
の
サ
イ
ズ
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
、
人
間
工
学
の
観
点

か
ら
も
検
討
を
重
ね
、
実
際

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
品
を
試
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
手
に
な
じ

む
最
適
な
形
状
の
開
発
に
成

功
し
た
。

　

資
生
堂
は
、
化
粧
品
容
器

の
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を

両
立
さ
せ
た
新
し
い
容
器
に

つ
い
て
、
日
本
と
中
国
の
20

～
34
歳
の
女
性
１
３
０
名

（
日
本
64
名
、
中
国
66
名
）

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

　

コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ
は
、
社

会
課
題
解
消
に
向
け
た
「
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ 

Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」の
１
つ
と
し
て
、

商
品
に
使
用
し
て
い
る
原
料

原
産
地
の
自
然
保
護
と
地
域

創
生
を
目
指
し
た
「
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｉ
ｎ

ｇ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 

Ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
を
、
２
０

２
４
年
９
月
25
日
に
立
ち
上

げ
た
。

　

そ
の
第
１
弾
の
取
り
組
み

と
し
て
、
コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ

の
象
徴
ラ
イ
ン
「
Ａ
Ｑ
」
の

原
料
で
あ
る
「
白
樺
水
」
の

産
地
、
北
海
道
美
深
町
を
支

援
す
る
「
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É

白
樺
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
「
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

森
林
づ
く

り
活
動
協
定
」
を
美
深
町
と

締
結
し
た
。
美
深
町
内
の
６

カ
所
、
計
11
・
84 

ha
の
町
有

林
の
管
理
を
支
援
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
森

林
づ
く
り
を
進
め
、
原
料
と

な
る
白
樺
林
の
保
護
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
教
育
機
関

と
連
携
し
た
森
林
教
育
の
実

施
や
自
然
資
源
を
活
用
し
た

観
光
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ

て
、
美
深
町
の
地
域
創
生
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

６
月
５
日
の
環
境
の
日
に

合
わ
せ
て
、
６
月
３
日
に
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森

に
て
、「
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森 

植
樹
イ
ベ
ン
ト
」

を
、
協
定
締
結
後
初
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
自
然
保
護
に

向
け
た
森
林
づ
く
り
と
美
深

町
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に

実
施
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
に
は
、
コ
ー

セ
ー 

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É
事

業
部 

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー 

大
塚
康
介
氏
、
美
深

町
長 

草
野
孝
治
氏
が
登
壇

し
、
取
り
組
み
の
意
義
を
説

明
し
た
後
、
同
社
社
員
の
ほ

か
、
同
社
と
取
引
の
あ
る
北

海
道
上
川
地
区
の
化
粧
品
専

門
店
、
く
ど
う
（
北
海
道
旭

川
市
、
工
藤
貴
弘
社
長
）、

コ
ス
メ
さ
と
う
（
北
海
道
名

寄
市
、佐
藤
康
男
社
長
）や
、

美
深
町
立
仁
宇
布
小
中
学
校

の
生
徒
８
名
が
参
加
し
、
白

樺
の
苗
木
合
計
１
０
０
本
を

植
樹
し
た
。

　

今
後
も
コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ

は
、
自
然
環
境
保
護
に
つ
な

が
る
町
有
林
の
森
林
づ
く
り

へ
の
支
援
や
、
教
育
・
観
光

の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
た
美
深

町
の
地
域
創
生
に
貢
献
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
こ

の
森
か
ら
採
取
し
た
白
樺
樹

液
で
商
品
を
作
る
こ
と
で
、

原
料
づ
く
り
か
ら
生
産
・
販

売
ま
で
一
貫
し
て
関
わ
る
持

続
可
能
な
モ
ノ
づ
く
り
の
サ

イ
ク
ル
を
築
い
て
い
く
。

ー
用
紙
お
む
つ

等
、
日
用
品
の

製
造
・
販
売
を

行
っ
て
い
る
。

今
回
花
王
グ
ル

ー
プ
最
大
規
模

と
な
る
５
・
０

０
４
Ｍ
Ｗ
の
太

陽
光
発
電
設
備

が
設
置
さ
れ
た

の
は
、
カ
ラ
ワ

ン
工
場
内
に
あ

る
ベ
ビ
ー
用
紙

お
む
つ
生
産
設

備
の
建
屋
。
な

お
、
カ
ラ
ワ
ン

工
業
団
地
内
で

は
、
２
０
２
４
年
５
月
に
年

１
・
５
３
０
Ｍ
Ｗ
の
自
家
消

費
型
太
陽
光
発
電
設
備
が
稼

働
し
て
お
り
、
両
設
備
合
わ

せ
て
年
間
７
，
７
９
１
ト
ン

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

今
回
導
入
し
た
太
陽
光
発

電
設
備
と
２
０
２
４
年
に
稼

働
済
み
の
太
陽
光
発
電
設

備
は
、
オ
ン
サ

イ
ト
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｐ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ

ｓ
ｅ 

Ａ
ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

＝
電
力
購
入
契

約
）
で
あ
り
、

「
追
加
性
」
を

持
つ
た
め
、
社

会
全
体
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
に
も

貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

花
王
は
購
入

電
力
に
て
、
２
０
２
３
年
に

日
本
国
内
で
１
０
０
％
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
達
成

し
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
電

力
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
２
０

３
０
年
ま
で
に
１
０
０
％
に

す
る
目
標
を
立
て
て
お
り
、

２
０
２
４
年
の
実
績
は
69
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
に
は
製
品
を
４
週

間
連
用
し
て
も
ら
い
、
容
器

の
印
象
と
使
用
前
後
の
気
持

ち
の
変
化
を
評
価
し
て
も
ら

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
容
器

の
印
象
評
価
に
つ
い
て
は
88

％
の
人
が
「
環
境
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
」
と
思
う
、
89
％

の
人
が
「
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
合
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。
ま
た
、
使
用
後
の
気
持

ち
の
評
価
で
は
、
91
％
の
人

が
「
触
っ
て
い
る
と
気
持
ち

良
い
／
心
地
よ
い
」と
感
じ
、

84
％
の
人
が
「
癒
さ
れ
る
」

と
回
答
し
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
４
週
間
の
使
用
を

通
じ
て
、
気
持
ち
が
良
い
方

向
に
変
化
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

今
後
も
環
境
課
題
を
考
え

る
機
会
や
顧
客
を
巻
き
込
ん

だ
形
で
課
題
解
決
の
新
た
な

選
択
肢
に
な
る
化
粧
品
容
器

開
発
に
取
り
組
む
。
引
き
続

き
「
美
」
の
価
値
創
造
と
い

う
本
業
を
通
じ
て
、
全
て
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も

に
環
境
・
社
会
課
題
解
決
に

向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

資
生
堂
は
、「
ボ
ト
ル
製
造
」
と
「
中
味
液
充
填
」
を
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
実
現

す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
製
造
技
術
「
Ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｉ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
（
リ

キ
フ
ォ
ー
ム
）」
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
ポ
ン
プ
型
容
器
に
も
採
用
し
、
環
境
負
荷

軽
減
だ
け
で
な
く
、
化
粧
品
な
ら
で
は
の
容
器
の
魅
力
や
心
地
よ
い
使
用
感
に

つ
な
が
る
デ
ザ
イ
ン
性
、
持
ち
や
す
さ
や
使
い
勝
手
と
い
っ
た
機
能
性
を
同
時
に
実

現
す
る
化
粧
品
容
器
を
開
発
し
た
。

　

コ
ー
セ
ー
は
６
月
３
日
、ハ
イ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「
コ
ス
メ
デ
コ
ル
テ
」

が
白
樺
の
森
林
保
全
と
地
域
創
生
を
目
的
と
し
て
北
海
道
美
深
町
（
び
ふ
か
ち
ょ
う
）

と
進
め
る
「
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、「
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森 

植
樹
イ
ベ
ン
ト
」
を
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森
（
北

海
道
中
川
郡
美
深
町
）
に
て
開
催
し
た
。

コーセー
「
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
É 

白
樺
の
森 

植
樹
イ
ベ
ン
ト
」を
初
開
催

　

花
王
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
目
標
を
掲
げ
る
中
、２
０
２
５
年
５
月
よ
り
、花
王
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ｐ

Ｔ 

Ｋ
ａ
ｏ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｉ
ａ
）
の
カ
ラ
ワ
ン
工
場
（
西
ジ
ャ
ワ
州 

カ
ラ
ワ
ン

工
業
団
地
）
に
て
、
花
王
グ
ル
ー
プ
最
大
規
模
と
な
る
５
・
０
０
４
Ｍ
Ｗ
の
自
家
消
費

型
太
陽
光
発
電
設
備
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

花
王
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

主
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
向

け
に
衣
料
用
洗
剤
や
ベ
ビ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

カ
ラ
ワ
ン
工
場
で

５・０
Ｍ
Ｗ
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
稼
働

花 王

資生堂 「
Ｌ
ｉｑ
ｕ
ｉ
Ｆｏｒｍ
」を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
ポ
ン
プ
型
容
器
に
採
用


